
Ｊ
Ｒ
東
労
働
組
合
は
６
月
６
日
、
熊
谷
市
立
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
会
館
お
い
て
「
第
10
回
定
期

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
９
回
定
期
大
会
以
降

の
闘
い
を
総
括
し
、『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
』
を
基
底
に
、
産
業
・
事
業
構
造
の
再
編
に
よ

る
「
三
位
一
体
の
労
働
市
場
改
革
」
に
立
ち
向
か
い
、

大
軍
拡
と
憲
法
改
悪
、
原
発
推
進
、「
産
業
報
国
会

化
」
す
る
日
本
労
働
運
動
に
抗
し
て
、
組
織
の
強
化
・

拡
大
を
か
ち
取
り
、
横
断
的
労
働
組
合
を
Ｊ
Ｒ
東
海

労
と
共
に
創
造
し
て
い
き
、
物
価
高
か
ら
生
活
を
守

る
た
め
に
第
27
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
勝
利

し
て
い
く
こ
と
を
満
場
一
致
で
確
認
し
ま
し
た
。 

松
下
中
央
執
行
委
員
長
か
ら
、
①
『
Ｊ
Ｒ
東
日
本

グ
ル
ー
プ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
た
新
た
な
組

織
と
働
き
方
事
業
運
営
体
制
と
人
事
・
賃
金
制
度
』

を
は
じ
め
と
し
た
産
業
・
事
業
構
造
の
再
編
に
立
ち

向
か
い
、「
生
活
と
健
康
と
安
全
」
を
守
り
抜
く
闘

い
②
貧
困
と
格
差
社
会
に
立
ち
向
か
い
、
組
織
の
強

化
・
拡
大
を
か
ち
取
り
、
横
断
的
労
働
組
合
を
創
造

す
る
闘
い
③
戦
後
80
年
！
「
平
和
・
人
権
・
環
境
・

民
主
主
義
」
を
守
り
抜
く
た
め
、
広
範
な
戦
線
を
構

築
し
て
い
き
、
第
27
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に

勝
利
す
る
闘
い
に
つ
い
て
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
来
賓
と
し
て
鎌
田
さ
ゆ
り
衆
議
院
議
員
、

森
田
俊
和
衆
議
院
議
員
、
河
村
正
剛
第
27
回
参
議

院
選
挙
群
馬
県
選
挙
区
立
候
補
予
定
者
、
Ｊ
Ｒ
東
海

労
働
組
合
淵
上
利
和
中
央
執
行
委
員
長
、
こ
く
み
ん

共
済
coop
群
馬
推
進
本
部
高
崎
エ
リ
ア
推
進
課
中
島

省
吾
課
長
、
Ｏ
Ｂ
会
山
本
一
善
会
長
、
菊
地
陽
一
顧

問
弁
護
士
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

質
疑
で
は
20
名
の
代
議
員
か
ら
、
①
産
業
・

事
業
構
造
の
再
編
に
伴
う
「
構
造
的
賃
上
げ
」
に

抗
し
て
、「
生
活
と
安
全
と
健
康
」
を
掲
げ
、
組

合
員
と
共
に
怒
り
を
持
っ
て
闘
い
、
組
織
拡
大

に
繋
げ
た
取
り
組
み
②
「
地
域
型
組
織
づ
く
り
」

の
活
動
、「
ひ
が
し
労
農
業
」
や
「
生
活
サ
ポ
ー

ト
」、
企
業
の
枠
を
超
え
た
取
り
組
み
③
史
実
研

修
な
ど
を
通
じ
て
、
戦
後80

年
を
振
り
返
り
歴

史
的
事
実
を
学
ん
で
き
た
取
り
組
み
な
ど
実
践

を
も
と
に
し
た
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
鈴
木
書
記
長
か
ら
①
産
業
・
事
業

構
造
の
再
編
に
基
づ
い
た
、
三
位
一
体
の
労
働

市
場
改
革
に
抗
し
「
生
活
と
健
康
と
安
全
」
を
守

り
抜
い
て
い
く
②
貧
困
と
格
差
社
会
に
立
ち
向

か
い
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
を
か
ち
取
り
、
横
断

的
労
働
組
合
を
創
造
し
て
い
く
③
戦
後
80
年
、

子
ど
も
た
ち
の
平
和
な
未
来
を
つ
く
る
た
め
、

「
平
和
・
人
権
・
環
境
・
民
主
主
義
」
を
守
り
抜

き
、
第
27
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
勝
利
し

て
い
く
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
答
弁
し
ま
し
た
。 

世
界
で
は
、
戦
争
と
貧
困
、
圧
政
に
覆
わ
れ

た
暗
黒
深
ま
る
無
秩
序
な
状
態
の
中
で
、
富
め

る
者
と
貧
し
き
者
と
い
わ
れ
る
所
得
格
差
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。
ひ
が
し
労
は
、
困
っ
て
い
る
人

や
苦
し
ん
で
い
る
人
へ
手
を
差
し
伸
べ
、
生
活

環
境
改
善
の
た
め
に
組
合
員
が
協
力
し
て
助
け

合
う
運
動
を
展
開
し
、
運
動
に
共
鳴
し
た
市
民

が
加
入
し
て
き
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
基
底
に
日
本
労
働

運
動
を
乗
り
越
え
、
三
河
屋
運
動
を
展
開
し
、
組

合
員
相
互
の
絆
を
強
化
し
な
が
ら
、
組
織
の
強

化
拡
大
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 
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